
平成１９年第２回　洞爺湖町議会定例会一般質問

質問議員 件　　　　　名 質　問　要　旨 備　考

２番 ①

越前谷 邦 夫 １．行政改革について （１） 地方分権、三位一体改革の動向を踏まえ

（一問一答方式） た盤石な自治体運営を確立するための施

策、方策について。

（２） 実質公債費比率の将来推計について。

（３） 勤務評価制度導入と職員定数の適正化に

ついて。

（４） 職員の幹部候補育成のためにも出向制を

取り入れる考えはないか。

２．住民の生命、財産を （１） 洞爺地区に救急車配備すべきと思うが、

　　守るという地域自治 見解をうかがいたい。

　　の基本理念の下に、 （２） 町内各地域の救急患者搬送体制（旭町・

　　人々が安心して暮ら 本町・浜町・各地区）について。

　　せるまちづくりの施

　　策について

１０番 ②

五十嵐 篤雄 １．洞爺湖町におけるサ （１） 国、道、町それぞれの役割は、また情報

（一問一答方式）　　ミットの意義と町民 のやりとりはどの部署が担うのか。

　　一体となった取り組 （２） 推進室が立ち上がったが、おそらく全庁

　　みについて 内で取組むことから、新たな組織が必要

と思われる。どのような組織を考えてい

るのか。

（３） 町内外から、ボランティア等の申し出が

きているのか。町内各団体からのサミッ

トに関する提案にどのように対応するの

か。また、逆に町から提案や依頼が行わ

れると思うが、その為にも町民、各団体

等と推進協議会的な組織づくりを考えて

いるのか。

（４） 産業ごとに、サミットを機会に何か振興

策を考えているか。特に農業・観光・漁

業について。

（５） 教育的観点から、生徒、児童の係わりを

どのように捉えているか。また、積極的

に取組む考えはあるか。

（６） 町が持つ有形・無形の財産を整理しサミ

ット受入れに活用すべきと思われる。今

年オープンしたビジターセンター・火山

科学館・西山火口等は当然であるが、国



際的に知名度が上がりつつある本年度開

催の国際彫刻ビエンナーレは活用材料と

してうってつけと思うがどうか。

（７） サミット開催は、町が飛躍するためにも

重要な機会である。受入れの一年間も大

切であるが、開催後に本当の効果が現れ、

将来の地域づくりにつながらなければ意

味がない。新しい意識で望む考えや施策

があるのか。例えば「小さな国際都市」

宣言をして、環境・もてなし等を機軸に

おいた、洞爺湖町づくりを目指しては。

１４番 ③

七 戸 輝 彦 １．夕日ヶ丘パークゴル （１） 競技者（お客様）の利用状況と、券の売

（一問一答方式）　　フ場の運営と、周辺 り上げ等はどのように推移しているか。

　　整備について （２） 町民の同施設利用者について数の推移、

券の売り上げの推移を伺いたい。

（３） 同施設前のＵ字溝が道路より１０cm以上

高く、その用をなしていない。夕日ヶ丘

パークゴルフ場は町の顔になりつつあり、

町外の利用者からもこの指摘を受けると

ころである。何の目的のＵ字溝か。こう

なった経緯と今後は。

２．高齢者に対する事業 （１） 福祉バスのあり方について、月浦・花和

　　の取り扱いについて 地区などはバス停にこだわらない乗降方

法をとるべきではないか。バス停も再考

すべきでは。

（２） 身寄りの無い高齢者の方が公営住宅に入

居されるなど、やむを得ない場合に保証

人の免除規定があるがその運用状況は。

３．子育て支援策につい （１） 子育て支援の観点からも、小さな公園・

　　て 広場を作ることを考えては。

（２） 地域から産科の病院が少なくなる傾向に

ある。その中で妊産婦の方や、子育ての

相談はどのように行われているか。また、

サークル活動への町のかかわり方、予算

等はどのようになっているか。



１２番 ④

立 野 広 志 １．国の税制改正による （１） 定率減税全廃は、１月から所得税減税、

（一問一答方式）　　税源移譲と定率減税 ６月から住民税の負担が増大するが、町

　　廃止、各種控除の削 民生活への影響はどのように現れている

　　減廃止による町民負 のか。

　　担増と、その対応に （２） 住民税の負担増によって課税区分の引上

　　ついて げで各種料金の負担が増額する世帯の状

況。また、負担軽減のために対策を講じ

る考えはないか。（医療費負担、就学援

助の適用除外、保険料負担の増加、その

他の料金の負担も大幅に増える）

２．環境行政の推進につ （１） 地域社会の合意となる環境自治体宣言、

　　いて 環境権の明記や町民参加制度の保障など

を明確にした環境基本条例、環境基本計

画の策定を求めます。

（２） 環境基本条例や環境基本計画の策定に当

たっては、実効性を確保するために住民

合意を重視するとともに、他の政策分野

との政策統合や他の各種開発計画よりも

上位計画と位置付けるよう求めます。

（３） 京都議定書の発効に伴い、自治体の行う

事務・事業に関して、温室効果ガスの排

出抑制のための数値目標を明らかにした

計画策定と実行を求めます。

（４） 自然エネルギーの活用、温室効果ガスの

発生が抑制されるまちづくり計画、地域

における資源循環システムの構築を主要

な柱として、地域全体での温室効果ガス

の削減数値目標を定めた「地球温暖化対

策地域推進計画」の策定を求めます。

（５） 自動車からの排ガス（ＮＯｘ・ＰＭ）を

削減するため、エコ燃料を利用した低公

害車の導入・利用を促進するよう求めま

す。

３．夕日ヶ丘パークゴル （１） ０７年４月の利用料改定後の利用状況、

　　フ場の利用状況と対 券の種別による販売状況、改定時の見込

　　応について に対する収支の状況。

（２） 料金改定に伴う利用者団体との協議・合

意の経過とその内容について。

（３） 半日券の新設を求める要望の対応につい

て。



８番 ⑤

板 垣 正 人 １．洞爺湖サミットにつ （１） 洞爺湖町のホームページ等で、サミット

（一問一答方式）　　いて に関する情報を町民も共有するべきと思

うが町の考えは。

（２） 有料広告（ホームページ等）の募集も積

極的に行うべきと思うが町の考えは。

（３） ドイツサミットの視察の結果・成果を町

民に知らせるべきと思うが町の考えは。

（４） 地球温暖化対策について、洞爺湖町とし

ても何かアピールするべきと思うが町の

考えは。

２．空き店舗対策につい （１） 丸鮮市場の今後の予定とあり方について。

　　て （２） 温泉地区の空き店舗について。
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